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ツベル ク リン高度稀釋 液 の實 験

ノ

東京都技師小 川 法 眞

ツ反鷹で、時として水i庖や壊死を生する事かめ

るが、 この よ うな反慮を過強反慮と呼ぶ事にす

る｡第1報 に も記 したように、'水萢壊死は常に標

準大叉はそれ以上の反鷹に登生す る｡

過強瓦鷹は被検者に直接苦痛を與えるばか りで

なく、反磨に依つて綜順調な経過の場合 も必然的

に疲痕を残す ものであ り,化 膿菌の二次感染が起

ると、治癒が永引き疲痕 も大きくなる｡過 弧反慮

に酸する報告は少いよう、に思われるので、それに

號て先づ少 しく述べたい乏思ふ｡而 してツベルク

リン高度稀繹液の實験は、過強反磨に依る被害の

度を少 くするには、何倍液が適當であるか を見る

のが 目的であつたのである｡ツ 液・稀繹用液その他

實験の材料や封象は凡て第■報に同じである｡

(1)2000倍 ツ液 の過 強反磨

① 過強反慮 の種類:i)水 萢ii)小 水 萢群

.iii)壊 死i▽)水 萢 叉は小水萢群 と壊死 との合

併｡以 上4種 類で ある｡㌦

(2)過 彊反磨 の頻度:陽 性者5289名 の 中、過

強反鷹258名 で あつ て陽性者 の49%に 菌 る｡

種i類男串q見 ると、水萢109名(e.2%)小 水 庖

群59名(22.9・%)壊 死67名 ぐ26%♪ 水 萢 叉は小

水萢群 と壊死 との合併23名(8.9%)で あつ た｡

③ 過 強反癒の大 さ:實 測 した2CO例 に就て見

ると次表 の如 くで10～20mmが 最 も多い｡水 萢

の最大は25mm｡壌 死 の最大は18mmで あつた｡
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E

…水'瑚 叫8」 刈3・t 、 刈 陣 一
小 水 庖 酬 姻 沼2gl司 三 翻'
擾 剃 娼1ユi飾i幻1・1日8

一一 一

蝋 小水庖噸 死 「 雄1幻7昭 州2119調

④ 痕痕を残す率:壊 死性の ものは水萢性のものに較べて疲痕を淺す率は2倍 以上であるe

樋 釧 薇 劃%1 i例敷 隙 敷}%

水 矧9・ い5に3&5/壊 死14814・;83・5

小 水 庖 劃46い8139・2睡 萢・小水庖+躯1ユ5い3186・7

⑤ 痕痕の大 さ:

癌 痕 の 大 さ 滋憩

毎

水

例 副5以 下16-・ ・ 昭・・一ユ51ユ6-2・}2・-25}SC

fi13517 15 lO 21・ 敦

小 水 庖 剥 ・8 5{6 4レ3 0 0

壊
列4・

5 8 ユ9 6 2, 0

ホ庖・赫 鰭+概 い 吋 ・ 3 9 0 0 0

部ち癩i痕の大 さは、水萢性の ものでは6～10mm

が、壌死性の ものでは11～15mmが 最 も多い｡

34mmの 疲痕は雛28mm横40mmあ つた もので、

最初は径1immの 水萢であつたが、死膿菌の二次

感染に依つて設食性の潰瘍 を形成し2ケ 月齢 を経

て治療 した ものであるδ

⑥ 過強反磨 と靴膿菌の二次的感染

全経過 を観察する事の出來た118例 の結果か ら

見ると次表(A)の 如 くである｡

部ち壊死性の ものは水萢性のものに較べて化膿

(A) 二i交 感 染

水

(一)}(+)

1締

矧65i5418坤 ・ ・6・9

小 水 庖 副251・sk2・ ・i 728.0

壊 死 昭・21g緯21・3i56・8

水庖・赫 庖群+壊 死 洞2團4166・7

(B)

一

ボ

1

二 次 感 染(一)
山 二 次 感 染(+)

畔

1撚(一)昭 撚(+) 1 陳 痕(一)睡 痕(+)
}酬 制 咽 刻 劇% {合訓 鰍 移 陳%

水 瑚651
54い8}7呵 ・6}2銑6昭 川 2;剛gi8エ8

小 水 庖
昭 剥251

18114i788814i2】L2}
一 目 ・i・ い{・ ・q・

i壊 列22正
9レ ・い}gゆ

1ヱ3 い 乳7iユ 嚢19鉱3
}

1漁 小水繍+概 1司
2い い12ト ・α・1 41 /-

oい{4陶
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菌 の二次感染が甚だ高率である｡ツ 反慮の水萢と

壊 死は拾 も火傷に於 け る 第二度と第三度の如 く
毒

で、組織の傷害の程度の差はあるが雨者の間に制

然たる境界があるわけでな く・水萢性のものと錐*

・も組織の傷害の度が高まるにつれて、疲痕を残す

牽 も高 く液り、二次感染 も起 り易 くなる｡壊 聯

の ものは二次感染の病無に拘 らす殆 ど全部が疲痕

を残す事は次表(B)の 通 りである｡
背併 し二次感染が起 ると

、経過が永引 くのみなら

す、次表(C)に 示すように、二次感染が起 らなか

つた場合は、搬痕の大さは、元の水萢や壊死 より

も小さ くて濟むのに、二次感染が起 る乏、疲痕は 、

原友磨iよりも"大きくなる傾向がある｡

(の 過強反磨の比較

(C)

二 次 感 ・染 ぜ一う

欝 ・㌔隔
購 綱%

2… 倍i92い5 38.1

囎i34 7 20.6

二 次 感 染(+)

% 37｡0 20.0

遡 購 陵鋤 %ノ

2千副 1314

三1・

30.8

2万 倍 ・0

例榛;難 例藤 鰭
水 海 ・61・3い いtユrい5

小蝉 酬4レ 叶

壊 死lg/糾

5i7卜41・4

田 ・2「下一
% 7｡7 0

欝

篠

2千倍 い2

1翻 購 趣 痕酬%
nv5 4ユ｡7

ひ
(II)高 度稀繹ツ液の資験vag

本實験は、過強反慮の被害を輕減するには、集

團検診には何倍液が適當であるか を見 るのが 目的
へ

であるが、左右の雨前騰内面に夫々2㎜ 倍液と高

度稀繹濠を注射 して・過強反慮の減少め有様 と、

高度稀繹に依る陽性率の低下eを2000倍 液と比較

してその得失を論 じた もりである｡著=者 が用いた
び ダ

高度稀繹液は1萬 倍、2萬 倍、5萬 倍液の三種で

ある｡被 検入員1萬 倍液38拓 名、'2萬倍液2011
ノ

名、5萬 倍液1456名｡
壁

垂

、

萌 制 ・

%レ ・

0
-

0

即ち過 強反鷹数は2千 倍液に庇較して、a萬 倍

液は37・0%、2万 倍液は7」%5萬 倍液では零で
・あつた｡疲 痕を残したものは、1萬 倍液では2千

藷灘)20・0%・2萬 倍液 と5萬 倍液では零であつ
く

て稀繹度の高v・程過強反慮の1で は有利である・

(b)1萬 倍、2萬 倍、5萬倍液の反慮判定規準

2千 倍液で陽性反慮であつた ものが、高度稀繹

液で嚇9㎜ 以下 と成 つ た 都 、1萬 倍液で

125名 、2萬 倍液で99名 、5萬倍液で、119名 ある｡

之等の人員が、各反癒に夫々どのよラに分布 して

居 るか を見れば、反慮の判定規準が自つか ら得 ら

れ るわけである｡次 ぎに各稀繹液の稜赤の陽性峯

を表示する｡曳

1万 倍液襲赤の陽性率(被 検入員3875名)

なが

嚇 の 大 さ…}・1十2い いi5!617/…Q ..lgi・0以 上
ひ入

員1・ 劃669昭4・ ・13・ ・175143い51・41・718i・ ・89

ビ2千 倍 の 陽 瀦i'・61i2i・ ・1・615い8h3し ユ2}・4
8

陽 性 率%ド4レ8レ7卜3ゆ 再91副 馴8乳3i畷

一17_



2万 倍液嚢赤の陽性李(被 検入員20U名)
ノ

蜥 の 大 さmmい 「 ・{2/314 、isl6.17・81gl・ ・以上

入
劇69・}3931227iも8935・ ・1・2

ρ昭8い い36

2千 倍の墜 剃g轡 8い5{・tlgix2igい い{

陽 盤 牽%li・3i3・6i3・slzg14Q:・18呵 ユ・…/ユ ・… ユ伽 ユ咽

、㌔ 5万 倍液襲赤の陽性率(被 検人員1456名)

㍉

嚇 の畑 … い い{2 3t4151617}81gl・ ・以上

人　 へ
2千 倍 の離 者h6・3igl61・21gい21・512・17/

馴623/325い514・ い61ユ3い2い612・1sl287

腸 盤 率%{劉 刈 圃 ユ剰7臥 ・{ρ9・・i・・α・lg3・Slユ・…1
.87,sl

も

ヤ

此の表から判定規準は夫々次ぎの如 くな る｡
》

i)1萬 倍液 お
襲赤0～4mm…(一)5mm…(±)

6mm以 上 …(十)

ii)皇 萬 倍液 轡 一 ・

畿赤,0～3m皿 一・(一)4mm・ ・'(±)

5血・m以 上・一(→・〉'・

siii),5萬 倍 液"'

嚢 赤0～3mm…(一)4麟h以 上…(十)9

(C)高 度 稀繹液の陽性率 の低 下 豪

i)高 度稀繹液で、■0initn以 上 を陽性 と見 た場

合
▼ 正一 一

.t・ 凋2万 倍ド万倍　 一 漣日

2千 倍 液二(+)敷 睡41535い る6

高 度稀 繹 液(+劇 ・・891436i287
}　 扁

減 少 月 い2司ggl・ ・9

減 少 牽%レ5ド 圃 蹴
一→～一

ii)各 稀繹液に夫々の判定規準を適用 した場合

卜万坤 万倍5万倍

2千 倍 液(+)刺 ・3コ41則4・6

高麟 麟(畷 卜2431477137月

減 少 月i7・1581M

減 少
酬s・41」 ・・s{8・4

(b)結 論.
ノ

以上を総括 すれば、、過強反慮の害 を少 くする

には、稀繹度の高Vbも の程有利である｡併 し稀繹

度が高い程、陽性率が低下する｡5萬 倍液で4随単

以上を(十)と した時、陽性率の低下が2萬 倍液

よりも少いのは、此の程度の嚢赤では、非特異性

反磨の準入が多 くなる爲であ り・此の黙で5es倍

液は♂適當である｡2萬 倍液では、登赤5]mn以

上を(十)と しても、陽性率の低下が10.8%で
累

あるのは遺憾である｡1萬 倍液は嚢赤6mm以 上

を陽性とすると、陽性率は2千 倍液に比較 して、

5・4%で あるが、術、擁痕 を残す程の過強反慮 も

あらわれる｡こ のようにして、理想的の稀繹隻は

得 られなかつた｡併 し2萬 倍液の過強反磨は2千

倍液に較べて、遙かに藪が少 く、又組織の傷害 も
ヤ 　

輕度 で、疲 痕は小 さ く数 も少 い｡婦 人小見 には1

萬 倍液の使用が望 まれ る｡'｡

樹 、1萬 倍液陽性反慮 の大 さは、蛮 赤は31.3‡

14・2mm硬 結 は16±4mmで あ る｡

亀

(1945ノ 乳月)
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